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伝統木造は地震に弱いのか？？

太古の時代から培われてきた
木造の技術

塔の耐震性

• 過去に地震で
倒壊した記録
が無い

なぜ塔は地震に強いのか？
心柱に着目して

羽咋市妙成寺五重塔

塔の由来と伝来経路

お墓

ストゥーバ

卒塔婆
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インドの塔（卒塔婆） 中国の塔

朝鮮の塔 日本の塔
• 配置の変遷

古い新しい
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9

京都の東寺の塔奈良の東大寺
の塔

塔の耐震性
• 西岡棟領
の体験

互い違いに
揺れて地震
のエネル
ギーを吸収

塔の耐震・耐風性

風

地震

心柱の役割は？
• 心柱の形式
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塔の耐震性

心柱の役割

制震性能

集中しようとするエネルギーの分散

ようやく、科学的な解釈が・・・・・・

まだまだ未解の部分も多い・・
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資料 

今さら人には聞けない木のはなし  

                 

               独立行政法人森林総合研究所 

研究コーディネータ（木質資源利用研究担当） 林 知行 

 

はじめに 

 日本人は太古の昔から木材を巧に使いこなし、世界に冠たる木造建築文化

を築き上げてきました。これが「日本は木の文化の国」と呼ばれるゆえんです。 

 一方で、日本人は高度な科学技術を駆使し、世界でも有数の「科学技術立

国」を創造してきました。この二つの事実を単純に重ね合わせると、日本は「世

界に誇れる木の科学の国」であってもおかしくないはずです。 

 ところが現実は、世界に誇れるどころか、木に関する「非科学的知識」が一般

常識として普通に通用しているようなありさまです。 

 例えば、ごく平均的な日本人が持っている木に関する常識 

1) 木の年輪は南側が広い、2) 板目板が乾くと反るのは木表側の水分が多い

から、3) 樹木の枝は南側に多い、4) 幹に耳を付けると樹液の流れる音が聞こ

える、5) 年輪の色の濃い部分（冬目）は冬にできるなどはすべて間違いです。 

 これらの間違い知識を一般人が信じ込んでいるだけなら、それは大きな問題

にはなりません。深刻なのは、木材・木造のプロである業界人の多くが、このよう

な基礎的な誤りに気がついていないことでしょう。 

 一般常識だけではなくて、より専門的な知識に関しても、不正確で、時代遅れ

の情報が関連業界に蔓延しています。信頼性の低いインターネット情報ばかり

でなく、建築材料学の教科書のような書籍にも木に関する間違い解説が散見さ

れるのです。 

 このように、日本が科学技術立国としていささか情けない状態になってしまっ

たのは、「日本人があまりにも昔から木を使い続けてきたために、樹と木につい

て分かったつもりになってしまっている」からだと思います。 

 木材は構造が精緻で、複雑で、合理的で、深くて、時には神秘的な一面さえ

感じさせてくれる大変面白い生物材料です。そして何よりも、木材は私たちが今

後目指さなければならない低炭素化・循環型社会にとって必要不可欠な材料

です。 

 このような材料をうまく使いこなしていくためにも、私たちは樹と木に関する科

学的で正確な知識を身につけておく必要があると思います。 

 本講演では科学の眼を通して、樹と木の面白さを解説します。ただ、難しい話

は一切出てきません。気楽に聞いていただければ幸いです。 
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１．樹と木と木造に関するウソ常識 

① 樹の年輪幅は南側が広い 

図１ 

平坦な土地（つくば）での一例 実際の方角は、写真の左上が南、右下が北 

 ★：木の成長を理解すれば、この話がデタラメであることがすぐに分かる。 

② 樹液の流れる音が聞こえる 

 ★：スギでせいぜい時速２０ｃｍ程度 

③ 板目板が反るのは木表側の水分が多いから 

 ★：中学で間違いを教えていた 

 

２．樹と木に関する最大のガセネタ： 

「木を伐って使うのは、環境破壊だ」 

図２ 

① 空気中の CO2 増加が問題なら 

② 二酸化炭素を減らせばいい 

③ 光合成を利用するのがベスト 

④ 木材の原料は何か 

 ★：樹も、米やイモのような炭水化物も、原料は空気中の二酸化炭素 

⑤ 樹を植えなければならない理由 

⑥ 木を伐らなければならない理由 

図３ 

⑦ 木材を上手に利用するには 

炭素循環と木材利用の関係 

木材利用の３つの効果：「炭素貯蔵効果」、「省エネ効果」、「化石燃料代替効果」。 

 

⑧ なぜ国産材なのか 

   図４ 

⑨ なぜ国産材の自給率は低いのか 

 

３．樹はこうして生きている 

① 植物のここがスゴイ 

 ★：光合成が出来ること 

 

② 木のここがスゴイ 

 ★：精緻な構造、驚異の耐久性 

     国内の森林資源量                 国産材供給量と自給率  

             （いずれも平成２２年度森林・林業白書より） 
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図５ 

③ 生きている樹であっても、樹幹はほとんどが抜け殻 

図６ 

 ★：生きているのは細胞分裂を行う形成層と柔細胞だけ 

 

④柔細胞の多くは栄養の貯蔵庫 

図７ 

 ★柔細胞は一仕事してから潔く死ぬ 

⑤ あて材 

   

  図８ 

 ★茎は負の屈地性により天に向かって伸びる。屈光性が優先したり、土壌の

状態により谷側に傾くこともある。傾斜地だからといって、根曲がりが出来るとは

限らない。 

 

⑥ 成熟材と未成熟材 

図９ 

⑦ 様々な生存戦略  

 ★明るいところに枝と葉を重点的に配置する 

図１０ 

 ★：枝の出方と方角とは無関係、「南側に枝や節が多い」はウソ常識 

⑧ 木には脳がない、眼も神経もない 

 

４．木をこうして使っている 

① 材料としての特異性（異方性） 

図１０ 

 ★：せん断、割裂強度が小さい。 

② 割れの話 

 図１１ 

★：連続していれば、割れの影響は小さい。 

③ 様々な木質材料 

図１２ 

   ★：ポイントは造作用と構造用があること。これを理解していない実務者が

多い。 

④ 接着とは 

⑤ 木材・木質材料の耐久性 

★：木材利用の問題点 

以上            
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